
メ

．
ど

？今

回

は

つ

ま
ず

次

の

い
に
外
国
人

も
受

賞
者

と
な
り
☆

挨
拶
状
を
関
係
諸

方
面

に
お
届
け

し

た

。

し

ま

し

た

。

拝
を
　
中
払

の
候
　
景

台
に
お
め
れ
ま
し
て
は
前
准

や

ク

さ
て
　
昭
団
法
人
　
泉
方

研
究
会

に
お
ふ

ま
し
て
は

同
主
に
に
て
　
学
簡
及

ひ
文
化
活
動

の
分

れ
た
実
績

を
せ

よ
し
た

先
使
来
　
電

考
会
員

会

に
お

い
て
損

萱

害
数

の
結

累

こ

こ
と
‐，！
壕

ケ
専

ｔ
上
十
二
１

本
年
度
も
イ

ン
ト
大
使
魔

と
共

に
広
く
預

”
す
る
こ
と
に
致
し

第

七
日
烹
方
学
怖
賛
女
☆
者
は

学
怖
賛

ど
し
て

学
怖
☆

ど
し

て

学

怖
英
励
賛

ご
」

て

点
方
文
化
賛

と
し
て

の
交
織

を
掛

え
る

こ

一
　

場
　
一町

一
　

日
　

靖

つ
卜

ｉ
ｔ
て
は

Ｒ

内
中

―
上
＝
ｉ
ｆ

平
成

二
年
十
月

と
に
決
定

し
ま
し
た

の
で
　

左
た

の
カ

ィ

ン
ト
大
使
確

泉
亨
師
十
代

田
区
た
投
向

二
Ｔ

ロ

ニ

平
成

二
年
十

一
月
十

八
日

（月
曜

日
）

仰
ク
用
中
進
能
な
ケ
ち
仰
来
町

の

，求

に

す
ｏ
長

町
里

人

泉

方

研

究

Ｒ

・
Ｃ

・
パ
ン
デ
ー
ヤ
敢

（
イ

ン
ド
国
立
デ
リ
ー
大
学
教
技
）

幣
呂
信
や
殿

（
土
工
大
学
教
投
）

口
野
紹
運
欺

（攻
阜
兵
科
大
学
助
教
投
）

田
中
敬

一
敢

（
二
宜
船
摘
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

／
十

一
一
十
ら

ヶ

午

後

四
靖

夕，
十

か
り

ん
ゃく

理

学

長

中

一死

各

　

位

花
仲
　
式
泉
持
Ｔ
牧
は
リ
フ
レ
ッ
ン
ュ
／
ン
ト
で
お
く
っ
ろ
、
下
さ

い
と
の
伝
吉
が
大
使
驚
か
ら

あ
り
ま
し
た
　
出
席
の
仰
連
絡
は
泉
方
輔
充
全

へ
十

一
月
七
日
（ホ
）
ま
で
に
抑
表。
ら
せ
頂

け
れ
ば
幸
冬
に
存
じ
ま
す
行
宅
発
〇
三
―
二
二
五

一
１

０
０

〈
一
）
仰
来
宵
の
眸
に
は
仰
チ

牧
な
が
ら
費
付
に
本
書
状
封
間
を
仰
示
し
下
さ

い
ュ
す
よ
う
仰
頼

い
申
し
上
げ
ま
す

村 会

;瑞
守k   ニ

具  t i
f t t P
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由 章

中
村
学
院
長
挨
挙

主
催
者
を
代
表
し
ま
し
て
、　

ご
百
御
挨
拶
申

し
上

げ
ま

す
。

こ
の
た
び

イ
ン
ド
大
使
館

の
御
協

力
を
得
ま
し

て
、

共

同

で
こ
こ

に
第
七
回
東

方
学

術
賞

の
贈
呈
式

を
開

く
こ
と
が
で
き
ま

す
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ

の
最
も
光
栄

と
す
る
と

こ
ろ

で
あ
り
ま

す
。

本

国
は
、

朝

野
各

方
面

か
ら
御
多
忙

を
御
繰

り
合
わ
せ
、

わ
ざ
わ
ざ

こ

の
会
場
ま
で
御
来
縄
御

臨
席
賜
り
ま
し
た

こ
と
、　
こ
こ
厚

く
御
礼
申

し
上

げ
ま
す
。

財
団
法
人
東
方
研
究
会
は

「
東
洋

思
想

の
研
究
及
び

そ

の
成

果

の
普
及
」

と

い

う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
研
究
会

で
あ
り

ま
し
て
、

昭
和

四
十
五
年

（
石
さ

）
十

一
月
十

二
日
付

け

を
も

っ
て
財

団
法
人

の
設
立

許

可
を
受

け
ま

し
た

が
、

す
で
に
二
十

一
周
年

に
相
当
致
し
ま
す
。

そ

の
間
、

諸
般

の
活
動

を
続

け

て
参

り
ま

し
た
。

ま

こ
と

に
微

々
た
る
団
体

で
は
愛
利
升

が
前
後

区

に
わ
た
る
各
方
面
め

同
志
、

篤
志

家

の
御
協
力

に
よ
り

ま
し

て
次

第

に
発

展

し

て
参

り
ま

し
た
。

そ
し

て
さ
ら

に
斯
学

の
発
展
を
計

る
た
め
に
真

に
学
問

的
意

義

が

あ
り
、

世

の
人

々

を
益

す
る
恒
久
的

な
業
績

を
遂
行

し
た

い
と
か
ね
が
ね
念
願
し

て
お
り
ま
し

た
が
、

そ

の

一
環
と

し

て
イ
ン
ド
大
使

館

と
共
同

主
催

に
て

『
東
方
学
術
賀

』
を
設

け
て
、

学
者

の
す
ぐ
れ
た
業
績

を
世
に
ひ
ろ

く
顕
彰

す
る
こ
と

に
努

め

て
参

り

ま
し

た
。

そ
し

て
本
年
度

も
イ

ン
ド
大
使
館
と
共
同
主

催

に
て
、

学
者

の
優
れ
た
業
績
を
世

に
ひ
ろ
く
顕
彰

す
る

こ
と

に
致

し

ま
し
た
。

そ
れ
に

つ
き
ま
し
て
は
、

イ

ン
ド
大
使
館
　
＞
ユ

ゴ
Ｄ
済

吾
ュ

大
使

を
は
じ

め
、

館

員

の
方
々

の
心

か
ら

な
る
御
協
資

を
え

ま
し
て
、

順
調

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よ

て
先

般
来

諸
方

面

よ
り
多
数

の
識

者

の
ご
意
見
を
徴

し
、

さ
ら
に
選
考
委

員
会
を
設
け

て
慎
重
に
審
議
を
続
け

て
参

り
ま
し
た
。

選

考
委

員
は
、

奥
田
清
明

殿
、

川
崎

信
定
殿
、

玉
城

康
四
郎
殿
、

奈
良

康
明
殿
、

前

田
専
学
殿
、

水
野
弘
元
殿
、

山

口
恵
照
殿
、

山

口
端
鳳
殿

と
小
生

と

計
八

人

に
御
依
頼
申

し
上

げ
ま
し
た
。

そ
の

結
果
次

の
方

々

の
業
績
を
た
た
え
る

こ
と

に
致

し
、

本

国

こ

の
よ
う

に
顕
彰
式

を
開
催

す
る

こ
と

に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
第
七
回
東
方
学
術
賞

の
受
賞
者

の
方

々

の
お

一
人

お

一
人

の
功
績

の
顕
彰

に
移
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
は
外
国
人
学
者

に
も
東
方
学
術
賞
を
贈
呈

す
る

こ
と

に
な
り

ま
し

た
。

「
東
方
学
術
賞

」
を
受
賞
さ
れ
る
初
め

て
の
外
国
人
研

究
者

と
な
ら

れ
ま
し
た

の
は
、

ラ
ー

マ
チ
ャ
ン
ド

ラ

・
シ
ャ
ル
マ

・

パ
ン
デ
ー
ヤ
博
士

で
あ
り
ま
す
。

博

士
は

ベ
ナ

レ
ス

の
伝

統
的

文
法

学
者
野

家
系

に
生

ま
れ
た
バ
ラ
モ

ン
で
あ
り
ま
す
。

バ
ナ

ラ
ス

・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
大
学

で
、

イ
ン
ド
哲

学

・
仏
教

学
を
学
び
、

　
一
九

五
七
年

に
、

学
位
論
文

卓
訂

や
吾
王
曇

◆
奇
青
彗

チ
∞

一
ヨ

ゴ
登
彗

『
〓
ユ

所
名
一コく

で
、

同

大
学

よ
り

や
〓
０
　
の
学

位

を
授
与

さ
れ

ま
し

た
。

こ
の
研
究
は
、

文
法
学

の
言
語
論

を
取
り
扱

っ
た
研
究

で
、

伝
統
的
解
釈

・
研
究

を
踏

ま
え

た
上

で
、

バ
ン
デ
ー
ヤ
博
士
独
自

の
哲
学

を
展
開

し
た
も

の
で
し
た
。

こ
れ
は
イ
ン
ド

の
哲

学
会

に
大

き
な
波
紋

を
起

こ
し
た
研
究

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

こ

の
研

究

に
対

す
る

評
価
に
よ
り
、

デ
リ
ー
大
学

の
仏
教

学
科

の
教
授

に
就
任

さ
れ

ま
し

た
ｏ

そ

の
後
、

仏

教
学
科
長
、

文

学
部

長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、

現
在
は
、

汗

ヨ
．二

『
忍
汗
泌
ｑ

Ｏ
キ
軍

二
所
名

ご
ヽ
と
し

て
、

同
大
学

の
哲
学

科

で
学
生

の
指
導

・
育

成

に
当
た
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
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パ
ン
デ
ー
ヤ
博
士

の
功
績

の

一
つ
に
、

難
解

な
サ

ー
ン
キ

ャ
哲
学

の
注
釈

書

で
あ
る

＜
昇

士
登

■
蚕

の
校
訂
版
を
出
版

さ
れ

た

こ
と

が
あ
り
ま
す
。

こ

の
校

訂
版

は
、

当
初
、

デ

リ
ー
大
学
留
学
中

の
中

田
直
道
博
士

（
現
鶴

見
女

子
短
大
教
授
）
と
共

に
、

プ

ー
す

の
バ
ン
ダ

ル
カ

ル
研
究
所

の
写
本

と
ア
ー
メ
ダ

パ

ー
ド
写
本

を

も
と

に
て
が
け
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、

完
成
さ
れ

た
か

た

ち

の
校
訂
版
と
し

て
は
世
界
初
と
も
言

っ
て
よ
く
、

パ

ン
デ

ー
ヤ
博

士

の
イ
ン
ド
哲
学

に
関
す

る
膨
大

な
知
識

な
し

に
は
、

、

こ

の
テ
キ
ス
ト

の
出
版

は
有
り
得
な
か

っ
た
、

と
さ
え
思

え
ま
す
。

ま
た
、

仏
数
学
関
係

で
は
、

憲
暑
答
ユ
ギ
ニ

軍
震
ギ
怒

盗

軍

の
校
訂
版

の
出
版

が
あ
げ
ら

れ

ま
す
。

パ
ン
デ
ー
ヤ
博
士
は
、

東
方

研
究
会

の
派
遣
研
究
者
と

し

て
デ
リ
ー
大
学

に
学

ん
だ
、

三
友
量
順
総

務

・
清
島
秀
樹
講

師

・

保

坂
俊

司
主
事
ら

の
指

導
教
官

と
し

て
、

公
私

に
わ
た

っ
て
ご
指
導
下

さ

い
ま
し

た
。

彼
ら

の
質

問

に
対
し

て
、

時
間

を
忘

れ

て
お
答

え
下
さ

っ
た
り
、

書
物

に
は
な

い
バ
ン
デ
ー
ヤ
家

に
代

々
伝

わ
る
解

釈

・
知
識

を
伝
授

し

て
下

さ

っ
た
こ
と
な
ど

を
、

伝

え
聞

い
て
お
り
ま
す
。

バ

ン
デ
ー
ヤ
博
士

の
数
多
く

の
功
績
を
た
た
え

て
、

財

団
法
人
東
方

研
究

会
は

「
東
方
学
術
賞

」
を
お
贈

り
致

し
ま
す
。

ま
た
、

「
東
方
学
術
賞

」
を
受

け
ら
れ
ま
す
勝
呂
信
静

博
士

は
、

東

京
大

学

で
イ
ン
ド
哲
学

・
仏
教

学

を
修

め
ら
れ
た

の
ち
、

立

正
大

学
教
授
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
学
生

の
指
導

・
育

成

に
あ
た
ら
れ
る

か
た
わ
ら
、

同
大
学

の
法
華
経
文
化
研
究
所

長

と

し

て
重

要
な
貴
務

を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。

勝
目
博
士

は
、

唯
識
思
想

の
研
究

に
顕
著

な
業
績

を
示

し

て
い
ら

っ
し

ゃ
い
ま
す
。

特

に
、

『
初
期
唯
識

思
想

の
研
究

』

（

春

秋
社

・
一
九
八
九
）
は
、

綿

密

な
研
究
書

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

同
氏

の
博

士
論
文

「
初
期
唯
識
説

の
研
究

」
の

一
部

を

出

版

し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
書

で
、

唯
識

学
派

が
、

歴
史
的
人
物

頼
勒

に
よ

っ
て
創
設

さ
れ
、

無
着

・
世
親

が
教
義

を
大
成

さ
せ
、

以
後
多

く

の
学
匠

に
よ

っ
て
異
説
が
唱
え

ら
れ
分
派

が
形
成

さ
れ
た
、

と
い
う
教

理
史
上

の
通
説

を
綿
密

な
文

献

学
的
考
察

で
再
吟
味

し

た
も

の
で
、

開
勤
は
実
在

の
人

物

で
は
な

い
仮
託

さ
れ
た
開
祖

で
あ
り
、

無
着

が

こ
の
学
派

の
実
際

の
開
組

で
あ
る
こ
と
を
論

じ
、

従
来
、

唯
識
学

は
最
古

の
文
献

と
し

て
考
え
ら
れ

た

『
解
深
密
経

』
が

『
輪
伽
論

』
編
築

の

一

貫

と
し

て
作
成
さ
れ
た
物

で
あ
る
、

等
々
従
来

の
見

解
を
是
正

す
る
見
解

を
展
開

さ
れ
ま
し

た
。

多
数

の
唯

識
説

の
書

に

つ
い

て
、

そ

れ
ぞ
れ
の
書

の
思

想
的
独
自

性
を
解
明

さ
れ
た

こ
と
も
大

き
な
貢
献

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

日
蓮
宗

の
僧
侶

で
あ
る
勝

目
博
士
は
、

祖

師

日
遥
と
彼

の
思
想

に
関

す

る
著
作
も
多
く
、

『
日
蓮
思
想

の
根
本

思
想
』

（
教
育
新
潮
社

・
一
九
六
五

）

『
法
華
経

の
教

え

・
日
蓮

の
教

え
』

（
大
東

出
版
社

・

一
九

八
九

）
な
ど
を
著
し
、

数
化

活
動

に
も
力

を
注

ぐ
学
僧

で
あ
り
ま

す
。

同
氏

の
唯
識
思
想

に
於

け
る
学
問
的
功
績
を
高
く
評
価

し
、

財
団
法

人
東
方
研
究
会

は

「
東
方

学
術

賞

」
を
お
贈
り

し
た

い

と
存
じ

ま
す
。

日
野
紹
運
博
土

は
、

名
古
屋
大
学

で
イ

ン
ド
哲
学

を
研
究
し
た

の
ち
、

北

川
秀

則
博
士
と

の
こ

・
古
蜂

一
博
士

の
御

尽
力

で

締

結
さ

れ
た

「
名
古
屋
大

学

・
プ

ー
サ
大
学
交
換
留

学
生

制
度

」

の
第

二
回
派
遣
生
と
し

て

一
九

七
五

年
九
月

か
ら
二
年

半

の

問

イ
ン
ド
の
ブ
ー
ナ
大
学

に
留

学

い
た
し
ま
し

た
。

当
初
、

サ
ン
ス
ク

リ

ッ
ト
語

の
個
人

レ

ッ
ス

ン
を
受

け
る
か
た
わ
ら
、

同
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日
野
紹
運
博
土
は
、

名
古
屋
大
学

で
イ
ン
ド
哲
学
を
研
究
し
た
の
ち
、

北
川
秀
則
博
士
と

締
結
さ
れ
た

「
名
古
屋
大
学

◆
プ
ー
サ
大
学
交
換
留
学
生
制
度
」
の
第
二
回
派
遣
生
と
し
て

問

イ
ン
ド
の
ブ
ー
ナ
大
学

に
留
学
い
た
し
ま
し
た
。

当
初
、

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語

の
個
人
レ

大
学
の
マ
ス
タ
ー

・
ヨ
ー
ス
の
ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ン
タ
哲

学

の
講
座

を
聴
講

し
、

否
Ｆ

一々混

博
士

か
ら

『
ガ
ウ
ダ
パ

ー
ダ

・
カ
ー
リ

カ
ー
』
と

『
フ
ラ
フ
マ

・
ス
ー
ト

ラ

・
パ

ー

シ

ャ
』
を
学

び
、

翌
年
、

事

も
・

ヨ
ー

ス
に
登
録

が
許
さ
れ
ま
す
と
、

ど
∞
博
士

の
指
導

の
も
と

で
研
究

を
進
め
、

学

位
論

文

で
あ
る

∽
電

湯
吾

吾

．
∽
て
男
〓
ぎ

ｏ
ヨ
ぎ

皆
薯
≧
石
ギ
言

ェ
君
■

『）Ｆ
丁
控
命
を

完
成
し
、

学
位
を
取
得
致

し
ま
し
た
。

こ

の
研
究
は
、

　
一
九

八

二
年

に
デ
リ
ー
の

予一ユ

ニ
登

∞
彗
〓
登
旨
冴

社

か
ら
出
版
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

マ

獄
忘

吾

の
著
作

に

つ
い

て
は
、　
い
く

つ
か

の
英

訳
は
ご
ざ

い
ま

す
が
、

平
訂
千
考
彗
苦

否

と
忘
ヨ
．総

生

の

イ
増
や
要
い
は
、

ヨ
ー
ヨ

ッ
パ
の
如
何

な
る
言
語

に
も
訳
さ

れ

て
は
お
ら
ず
、

無
比

の
意
義

あ
る
業
績

で
あ
り
ま
す
。

帰
田
後
、

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

の
研

究
員
、

学
術
振

興
財

団

の
特
別
研
究
員

を

へ
て
、

岐
阜
英
科
大
学

で
教
鞭

に
立

つ
こ

と

に
な
り
ま
し
た
が
、

そ

の
間

も
、

恩
師

」
混

博
士
と

の

∞
チ
登

主
悪
寝
弊
ギ
野
秘
石

Ｌ
〓

ま
ぎ

の
共
同
研
究

を

つ
づ
け
、

そ

の
結
果
を
先
述

の
出
版
社
よ
り
逐

次
出

版

し
、

今

や
四
冊
を
数

え
ま
す
。

一
・　
　
∽
ゴ
ｏ
こ
ヨ
　
〓
一Ｄ
Ｏ
　̈
∽
Ｃ
「
●
の
く
や
「
弾
）

∽
　
ィ
弾
「
十
一ア
ｐ
　
Ｏ
コ
　
く
い
↑
つ
い
く
伊
一
斉
く
ゆ
‐玉
い
一
や
「
●
く
一　
０
一い
一
〇
∞
電
命
・　
∞
「
Ｊ
ｐ
ａ
い
一，ｐ
ヨ
＜
ｐ
斉
０
０
伊
コ
一の
い
α
　
時
。お

い
コ
ａ
　
い
。り
・
（
キｃ
∞
〕
）

一
一
・　
　
∽
α
「
●
の
く
や
「
拶
．∽

　
て
い
「
↑
一万
ゆ
　
〇
コ
　
玉
拶
α
す
こ
　
∞
「
拶
ゴ
ヨ
い
Ｄ
拶
・　
向
ユ
一
キ
●
α
　
げ
く
　
パ
・
や
。　
」
Ｏ
∞
　
伊
ヨ
ュ
　
∽
ゴ
ｏ
こ
コ
　
〓
一ヨ
〇
・
（
一
〇
∞
∞
）

一
一
一
・　
∽
Ｃ
「
●
∽
く
や
「
い
．∽

　
て
い
「
十
一斉
い
　
０
３
　
＞
∽
＜
”
　
拶
ヨ
α
　
＞
∽
＜
弾
ヨ
命
α
ゴ
弾
　
∞
「
拶
Ｊ
ヨ
拶
ヨ
伊
。
「
「
拶
コ
∽
一ｐ
↑
命
α
　
ず
く
　
り
Ｊ
Ｏ
α
Ｄ
　
〓
一う
ｏ
　
い
つ
ａ
　
末
・
弔
。　
こ
Ｏ
∝
・

（
一
Ｃ
Ｃ
Ｏ
）

一ｆゃ。　
　
∽
α
「
●
∽
＜
や
「
い
ゃ∽

　
ｒ、い
「
十
一斉
”
　
〇
コ
　
⊂
α
∞
一
↑
Ｊ
弾
　
∞
「
い
丁
ヨ
拶
ヨ
拶
　
（
∝
「
ゴ
”
α
や
「
や
コ
く
い
斉
ｐ
Ｏ
ｏ
弾
コ
一∽
い
ユ
　
一
・∞
・
）
　
　
口
α
一十
命
α
〕　
や
「
い
つ
∽
一ｐ
キ
の
α

い
ヨ
α
　
い
つ
う
０
や
拶
十
①
ユ
　
丁
く
　
京
・
『
・　
」
〇
∞
　
”
ヨ
α
　
∽
す
〇
年
０
　
工
一Ｄ
Ｏ
　
（
一
Ｏ
Ｃ
一
）

又
、

日
野
氏
は
、

現
在
、

東
方
学

院

の
名
古

屋
地
区
教

室

の
講
師

と
し

て
積
極
的

に
活
躍

し

て
く
れ

て
お
り
ま

す
。

春
秋

に
富

む
同
氏

の
今
後

の
発
展

を
期

待

し

て
、

財
団
法
人

東
方
研

究
会

は
、

日
野
博
士

に
対

し
て

「
東
方
学
術
奨
励
賞
」

を
贈
呈
致
し
ま
す
。

な
お
、

学
術
と
関
係

の
深

い
文
化

領
域

の
功

労
者

に
対

し
、

そ

の
業
績
を
た
た
え
る
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
諸

方
面

か
ら
の

要
望
が
あ
り
、

平
成
元
年
度
よ
り

『
東
方

文
化
賞
』
を
設

け

て
顕
彰

し

て
参

り
ま
し
た

が
、

本
年
は
、

二
宝
船
舶

株
式
会
社

・

代
表
取
締
役
社
長
、

日
中
牧

一
氏

に
お
贈

り
す
る
こ
と

に

い
た

し
ま

し
た
。

田
中
氏
は
、

第
七
高
等
学
校

を
経

て
、

名
古
屋
大
学

工
学
部

を
卒

業

さ
れ
た
昭
和

二
十
六
年

に
、

二
宝
船
舶
株

式
会
社

に
入

社
さ
れ
、

実
業
界

に
身
を
投
ぜ

ら
れ

ま
し
た
。

昭
和

３
９
年

に
は
、

御

父
上

の
跡

を
継

ぎ
代
表
取
締
役
社
長

に
就

任
さ
れ
、

社

業

に
御
精
進

さ
れ

て
お
り
ま
す
。

田
中
氏
は
、

曹
洞
宗

の
高
僧
村
上

素
道

老
師

に
師
事
し

て
禅

を
修

め
た
仏
教
者

で
あ
り
ま
し

て
、

若

い
研
究
者

を
ア
ジ

ア
諸

国

に
派
遣
し
、

仏
教
思
想

の
源
流
を
解
明

し
、

将
来

の
わ

が
国

の
文

運

に
資

す
る

こ
と
を
念
願
と
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

イ

ン
ド
旅
行
中

に
ブ

ー
ナ
を
訪
れ
た
と

き
、

当
時
彼

の
地

に
留
学

し

て
い
た
阿
部
慈
園
氏

（
現
東
方
学
院
総
務

）

に
出
会

っ
た
こ

∽
る

。
古

蜂

一
博

士

の
御

尽

力

で

一
九

七

五

年

九

月

か

ら

二

年

半

の

ッ
ス

ン

を

受

け

る

か

た

わ

ら
、

同
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道
留

学

生
基

金
」

の
提
供
者

と
し

て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う

に
な

和
五

十

七
年

以
来
、

既

に
二
十
四
名

の
研
究
者
が
、

イ
ン
ド
そ

。

こ

の
基
金

援
助

を
通

じ

て

の
、

同
氏

の
学
術
振

興

へ
の
貢
献

セ熊脱ば期沖敗脱げ徽豚報輔馳翻∞加親斑だ一勢譲討が地端め稲騨報
（の製嬬時施離瑠離殺ず祖鱗響貌鮨沖Ｈ

研
究
者

に
よ

る
文

化

醇曜
廟
兜
第牧
靴婦
齢
後投
版
・着難般
腋
蝦
へで偽鵬
脚
徳
け一

に
わ
た
る
学
術

・
文
化
振
興

へ
の
御
功

績

に
対

し
、

東
方

研
究
会

は

『
東

万
文
化
賞

』
を
も

っ
て
、

お

む

く

ぃ
蝦
出
院
ル
紋

で 存 …
あ じ‐
噂
対
ギ

の
で
、

諸
方

面

の
御
責
同
を

お
願

い
申

し
上
げ

ま
す
。

選申噂帥卑確れキ印嚇中謝鞠』ギ叫冊〓．ンｉ中一般帥争”却中い呼榔昧的伸帯却『冊さ”韓的舜ば韓的ギ呻暇残嘲葬韓

れ

ま

し

た
ｏ

ま
た

，、

パ

ン
デ

ー
ヤ

博

士
来

日

に

側
法

華
ク

ラ
プ

社

長
、

小
島

定
直

氏
、

な
ら
び

に
副
会
長
、

小
島
澄
二
氏

よ
限出
状
ク
ル野
融陣
畔油収
湖旺期的
旗礼
て、

側
協

資

に
あ
ず

か

り
ま
し
た

こ
と
を
深

く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

見
事

に
実

っ
た

の

で
あ

り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま

で
諸
方

面
よ
り

よ
る

も

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

報
道

関
係

は
じ
め
諸
方
面
の

ま
す
。

そ
し

て
御
集

ま
り

の
皆
様

に
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上

た
だ
用
分

に
も
、

我
々
が
微
力
で
手
不
足
で
あ
り
ま
す
た
め
に
、

何

か
と
不
行
届
き

の
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
こ
と
は

こ
的
向
引
”
語
粧
く
調
隙
抑
翔
湖
ｋ
革
研
鯨
順
職
削
搬
勝
静
兜
徹
ド
脚
的
確
瞬
断
頒
業
斑欺
詢

将
来

に
わ
た

っ
て

の
点
は
平
に
御
堪
忍
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し

て
、

将

と
活
動
を
舞
所
さ
せ
が
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
御
指
導
御
後
援

の
程
願
い
上
げ
ま
す
。

以
上
、

甚
だ
類
辞
を
連
ね
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
以

て
御
挨
拶

の
こ
と
ば
と
さ
せ

て
頂
さ
ま
す
。

よ

、

段 ま
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昔
日
果

慰
師
脚

持
す

七
川

苦
八

フ‐ムチャンドラ・シャルマ・バンデロヤ

一 九 三 二 年 七 月 一 六 日 ベ ナ レス に生 まれ る ・

一 九 五 一 年  ベ ナ レ ス ・ヒン ドゥー大 学、 8.A .修了

一 九 五 三 年  同 、 日.A.修了

一 九 五 四 年  Sh a s t r i  a n d  A c a r y aを 授 与 き る (文 法 学 )

一 九 五 七 年  Ph . D .を 授 与 さ る

くThe  P r O b l e m  o f  t t e a n i n g  i n  i n d i a n  P h i l o s o p h y )

デ リー 大 学 哲 学 科 教 授

イ ン ド哲 学 ・仏 教 学 専 攻

殿

著 害

1 .

2.

3.

4.

5.

6.

Thc Problem of Meanintt in indian Philosophy.

A Panorama of indian Philosophy.

Yuktidipika.くed。)

Madhyanta VibhaRa Sastra。 (ed.)

Nattar iuna's PhilosoDhV Of No‐ identi tv.

L n d i a旦立tJ d t e s  i n  P h i l o s o J理 。(給 文 集 )

その 他 著 書 ・学 術 論 文 ・評 論 等 多 数 あ り
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東方学術賞

薄 殿

一 九二 五 年 生 まれ

東 京 大 学 文 学 部 印 度 哲 学 梵 文 学 科 卒業

立 正 大 学 教 授

唯 織学  専 攻

著書

1.『 日蓮 思 想 の 根 本 思 想 』

2.共 著 『大 乗 仏 教 (ア ジ ア仏 教 史 イ ン ド編 田 )』

3.『 初 期 唯 識 思 想 の 研 究 』

4.『 法 車 経 の 教 え 日運 の 教 え 」

一〓
ロ

呂

教 育 新 潮 社

佼 成 出 版 社

春 秋 社

大 東 出 版 社

一 九 六 五 年

一 九 七 三 年

一 九 八 九 年

一 九 八 九 年

論文

1。 「Fa l伽給 の 成 立 に 関 す る私 見 」 (『 大 崎学 報 』第 一 二 九 号、 一 九 七 二 年 )

2.「 唯 識 説 の 体 系 の 成 立 」 (『 講 座 大 乗 仏 教 』 八、 一 九 八 一 年 )

3.「 アー ラヤ 織 の 語 義 」 〈 『田村 博 士還 暦 記 念 仏教 数 理 の 研 究 』、 一 九 八 六 年)

4.「 アー ラヤ 織 と唯 識 思 想 」 (『 仏 教学 』第 一 六 号、 一 九 八 五年 )

5,「 法 華 経 の 成 立 に 対 す る私 見 」 (『 法 華文 化 研究 』 第 一 二 号、 一 九八 六 年 )

6。 「唯 識 学 派 の 問 祖 「摘 勤 Jに つ い て」 (『 仏 教学 』 第 二 一 号、 一 九八 七 年 )

その 他 著 書 ・学 術 論 文 ・評 論 等 多 数 あ り
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合
貝

臥
ｌｈｌｌ
肥

砥
妃
天

ど
備
脚

巾７一
ｈ
刈

士
甲
（

f ~

東方学術F

勝 呂|
一 九 二

東 京 メ

立 正 オ

唯 識 牛

著 吾

1. 『 日

2.共 著

3.『 初

4.『 法

論 文

|.「 輪

2.「 唯

3. 「 ア

4。 「 ア

5.「 法

6.「 唯

そ の 他 著 壱

日野 紹 運 殿
一 九四 八 年 生 まれ

名古屋 大 学 文 学 部 印 度 哲 学 科 卒 業

岐 阜票 科 大 学 助 教 授

イン ト哲 学  専 攻

著 雷

1, S u r e s v a r a・s aヽ r t i k a  o n  V a i n a v a l k v a t卜la  iしr' e y i  D i a l o x u e .

明ot i l a 1  8 a n a r s i d a s s ,  1 9 8 2 .

2 .共 著 『ィ ン ドの 宗 教 と芸 術 』    世 界 聖 典 刊 行 協 会     一 九 七 三 々

3。 S u r e s v a r a S s  ヽa「ti k a  o n  M a d h u  8 r a h m a n a o  M o t i l a l  B a n a r s i d a s s ,   1 9 8 8 .

( i n  c o l l a b O r a t i o n  L i t h  P r o f . K . P .」Og )

4 .  S u r e s v a r a  s  V a r t i k a  o n  A s v a  a n d  A s , a m e d h a  8 r a h m a n a .

町ot i l a 1  8 a n a r s i d a s s , 1 9 9 0。 ( i n  c o l l a h o r a t i o nド l t h  Pドo f .氏 。P .、十o 3 )

5。 S l l r e s v a  r a ' s  V a r t i k a  o n  U d t t i t h a  8 r a h m a n a .  卜l o t i l a 1  8 a n a r s i d a s s ,  1 9 9 0 .

( i n  c o l l a b O r a t i o n  w i t h  P r o f . K . P , J 0 8 )

bヽout Suresvara's Observation on brahmavid apnoti para冊  (TU 2,1.1)。

CASS St_uJttcs N_umber 4, 1978.

2 .「 ヒン ドゥ ー の 宗 教 世界 一― ヴ ェーダ ー ン タ学 匠 の 教 説 をめ ぐ つ て 一 」

Sam b h a s a  5号 、 一 九 八三 年。

S u r e s v a r a ' s  C r i t i c i sΠ o f  8 h a r t r p r a p a n c a ' s  V i e w

t h e  R e s u i t  o f  K n o w i e d g e‐a n d  a c t i o n  C o冊b i n a t ` l o n .

O r i e n t a l  s t u d i e s , v o l . i  n o。 2 . 1 9 8 4 .

S i g n i f i c a n c e  o f  t h e  8 r a h r n a n  i n  L a t e r  A d v a i t i n ,  M a d h u s u d a n a  S a r s v a t i

8 h a t a r i v a  V i d v a , v o l . 4 9 , 1 9 8 9 .

S u r e s v a r a ' s  V a r t i k a  o n  p u r u s a v i d h a  8 r a h m a n a [ | ] .『 東 方 』 第 五 号、

一 九 九 〇 年。

その 他 著 書 ・学 術 論 文 。評 論 等 多数 あ り

文

Ｌ

勢
田

o n  L i b e r a t i o n ,  a s

A l i t t r a h  l l o u r n a l  o f
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田 中 敬 一 殿
一 九 二 六 年 生 まれ

学 歴

一 九 四 七 年 三 月  第 七 高等 学 校 理 科 卒 業

一 九 五 一 年 三 月  名 古 屋 大 学 法 学 部 卒 業

職 歴

一 九 五 一 年 四 月  二 宝 船 舶 株式 会 社

一 九 六 四 年 四 月  同 社  代 表 取 締 役

現在 に い た る

事 業 歴

一 九五 二 年 四 月  内 航 貨 物 船 事 業

一 九 五 六 年    内 航 タ ン カ ー 船 事 業

一 九 六 六 年    近 海 貨 物 船 事 業
一 九 七 二 年    遠 洋 貨 物 船 事 業
一 九八 六 年    貿 易 (対 ア メ リカ )事 業
一 九 八 七 年    不 動 産 部 門 (於 海 外 )事 業

以  上
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